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よい子のあゆみ
１０月４日（金）に、「よい子のあゆみ」を配布します。
「よい子のあゆみ」は、児童個々の学習指導の成果、学校生活の状況、健康状況等を保護者に

連絡し、保護者が児童の学校生活の状況を知るための連絡簿です。特に法的に規定されている表
簿ではないため、「通知票」「通信簿」「あゆみ」など、その呼び方も学校によって異なり、形式
も内容も学校ごとの創意工夫によって相違が見られます。また、作成、配布を行わない学校もあ
ります。
現在、学校では以下の３つの資質・能力の育成を目指しており、「よい子のあゆみ」にも記載

されます （１）知識及び技能の習得
何を理解しているか、何ができるか

（２）思考力、判断力、表現力等の育成
理解していること・できることをどう使うか

（３）学びに向かう力、人間性等の涵養（主体的に学習に取り組む態度）
どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか

これまでの「よい子のあゆみ」で、（１）（２）については、テストや作品、ノート等で評価
し、記載することはできましたが、学習指導要領改訂により新たに焦点化された（３）について
保護者の皆様にどのようにお伝えするか検討してきました。
そこで今年度、授業での振り返り（リフレクション）を児童自身で行い、自分の考えや気持ちと向き

合うことや、学習内容と向き合うことで、自己の成長への気づきや学びを実感する取組を行ってい
ます。また、その内容を夏休みの個人面談で保護者の皆様と共有し、夏休みという有意義な時間
に、児童が自分らしく主体的に生きていくことを、家庭や地域の皆様と連携しながら進めていき
たいと考え、「よい子のあゆみ」を前期、後期の配布にしています。テストやよい子のあゆみの数
値による評価も大切ですが、これからの社会を生きる力を育成することも併せて考えていきたい
と思っています。

上図は、経済産業省のホームページに掲載されています。「人生100年時代の社会人基礎力」は、
これまで以上に長くなる個人の企業・組織・社会との関わりの中で、ライフステージの各段階で
活躍し続けるために求められる力と定義され、社会人基礎力の３つの能力／１２の能力要素を内
容としつつ、能力を発揮するにあたって、自己を認識してリフレクション（振り返り）しながら、目的、
学び、統合のバランスを図ることが、自らキャリアを切りひらいていく上で必要と位置付けられる。
学校教育で育む資質・能力を生かしたキャリア教育が必要であると考えています。
また、令和５年度雇用動向調査（厚生労働省、令和６年８月 27 日）で、転職入職者が前職を

辞めた理由として、個人的理由（結婚、出産、育児、介護、看護等）を除くと、男性は、「定年、
契約期間の終了」「職場の人間関係が好ましくなかった」、女性は、「職場の人間関係が好ましくなか
った」「労働時間、休日等の労働条件が悪かった」が上位となっています。
さらに、企業が、採用活動においてどのような人材像を求めているかを尋ねたところ（帝国デー

タバンク 2022年）、「コミュニケーション能力が高い」「意欲的である」が上位となっています。
それらの結果から、学校で人間関係やコミュニケーション能力、学びに向かう力（意欲）等の育成も

努めていきたいと考えています。
後期も、学校教育目標「自ら学び 互いに思いやり たくましく 未来に羽ばたく 前田の子」

を目指し、教育活動を進めていきますので、引き続き保護者や地域の皆様の御支援をよろしくお
願いします。

今までの「社会人基礎力」とは

経済産業省が主催した有識者会議により、職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくた
めに必要な基礎的な力を「社会人基礎力(＝３つの能力・1２の能力要素）」として定義。
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意見の違いや立場の違いを理解する力

自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力

主体性
物事に進んで取り組む力

働きかけ力
他人に働きかけ巻き込む力

実行力
目的を設定し確実に行動する力

創造力

課題発見力

新しい価値を生み出す力

現状を分析し目的や課題を明ら
かにする力

課題の解決に向けたプロセスを明
らかにし準備する力

計画力

前に踏み出す力 （アクション）
～一歩前に踏み出し、失敗しても粘り強く取り組む力～

考え抜く力 （シンキング）
～疑問を持ち、考え抜く力～

チームで働く力（チームワーク） ～多様な人々とともに、目標に向けて協力する力～
発信力 自分の意見をわかりやすく伝える力
傾聴力 相手の意見を丁寧に聴く力

柔軟性
情況把握力
規律性 社会のルールや人との約束を守る力

ストレスの発生源に対応する力力
【経済産業省】


